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革のある暮らし

【特許】の新作ミニ財布『理 kotowari® mini3』
ウクライナ支援・寄付金付きで先行販売を開始

～8月27日からマクアケにて先行販売スタート～

夫婦二人で営む革工房「革のある暮らし ®」（所在地：千葉県千葉市 代表：澤田治美）は、使いやすさを追求したミニ
財布『理 kotowari®』シリーズを開発しています。今回、歴代シリーズのユーザー様からいただいた貴重なご意見を
もとに、特許構造は継承しつつ「薄く・小さく」はそのままに、課題を解決すべくデザインを再検討した新作ミニ財
布『理 kotowari® mini3』を、ウクライナ支援・寄付金付きで先行販売することに決定しました。2022年 8月
27日（土）より11月 20日までの約3ヶ月間、マクアケにて先行販売を実施します。

『理 kotowari® mini3」に関する詳細
「革のある暮らし®」webサイト
https://lwl.jp/archives/9656

ウクライナ支援への想い
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わたしたち夫婦は戦争を経験していない世代です
が、親世代は子どもの頃に、祖父母の代はまさに戦
争を生き抜いてきました。今、わたしたちは子ども
たちとテレビを前に、人間が同じ過ちを繰り返して
いる状況を目にしています。

夫婦二人の小さな工房ではできることが限られてい
ますが、ウクライナのために、これからを生きる子
どもたちのためになにかできないかと考え、これま
で度々わたしたちの作品を応援していただいている
みなさまの力もお借りして、少しでも多く支援の輪
が広まればと願っています。
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【本リリースに関するお問い合わせ先】
担当者  ：澤田（さわだ）
E-mail  ：info@lwl.jp
電話番号 ：080-4898-9898

革工房　：革のある暮らし
代表者　：澤田 治美
所在地　：〒262-0004 千葉県千葉市花見川区大日町 1274
設立　　：2017年 10月
事業内容：革製品全般の制作・販売
URL　　：https://lwl.jp

名称 ：理 kotowari® mini3
サイズ  ：約 縦 90mm × 横 90mm × 厚み 18mm
重さ ：約 48g
素材 ：本革（姫路レザー・ロロマ）
色展開 ：本体全５色 
（ネイビー・ターコイズ・ダークグリーン・ブラウン・レッド）

　　　 ：ストラップ全８色

一般販売予定価格：18,500 円（税込）
先行販売期間：2022年8月27日～11月20日
販売サイト：

（https://www.makuake.com/project/ kotowarimini3/）

足りないものを補い合う、相手に寄り添う気持ち

【商品概要】

【事業者概要】

大切なのは自由な空間

自分らしさを大切に

『理 kotowari®』は当初の作品から、財布の薄さを実現
するためコインケースとカードケースが重ならないよう
に、でも隣り合わせにするのではなく、あえて離したレ
イアウトにしています。
離すことで自由なスペースが生まれ、それぞれが中身を
出し入れしやすくなるからです。

折りたたんで初めて、お互いの空いたスペースがきちっ
と埋まり、ズレが生じにくい構造となっています。

これは人も同じではないでしょうか。大切な人同士でも
干渉しすぎず自由があると互いに良いところが伸びる。
いざという時には歩み寄って、ブレずに一緒にいられる
ことが大事なのではないかと思います。

特許のポイントであるストラップは簡単に交換可能で、そ
の日の気分やシーンに合わせて色を変えて “自分らしさ” を
もっと表現していただけます。

革のある暮らし®で制作してきた歴代ミニ財布『理 kotowari®』
シリーズも、特許構造で、財布の要素すべてのカタチやレイアウ
トが考えつくされた成果物ではありましたが、お客様の率直なご
意見を伺い、より良い財布へと修正するため、ユーザーのみなさ
まにアンケートを実施し、そこから見えてきた課題を一つひとつ
解決して生まれたのが『理 kotowari® mini3』です。

毎日、「革」のこと、「財布」のことを考えているわたしたちですが、
考えすぎて見えなくなってしまっていることもあります。
そうしたときに、実際にお使いいただいているお客様の貴重なご
意見を伺うことで、いろいろと気付かされることが多いものです。

これは、財布のことに限らず、仕事ということにも限らず、大きく
捉えて、「人が生きていく」上で大切なことだなと思っています。
『足りないものは補い合って、常に相手の気持ちに寄り添うこと』。
相手だけにあるものを奪い取るのではなくて、共有すること。

世界中の人々が、お互いに良いところも悪いところも認め合って、
補い合って、相手に寄り添って生きていけるようになりますよう
に。そう願わずにはいられません。

「Makuake（マクアケ）」先行販売にて
【理 kotowari®mini3】１つ応援購入につき

ウクライナ支援金として
 500 円を寄付します。

※現時点で、ウクライナ大使館への寄付を検討中です。マクアケ販売終了後、
寄付先を変更する可能性もありますが、寄付金を武器に使わないと明記してい
る団体へ寄付する予定です。


